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地域コミュニケーション紙 114便 2023年 7月 12日 8,000部発行 

 

No.114 しお風特集 

２、3ページに掲載 
 

 

1、2，3 ページ しお風のつぶやき「「しお風」発行を早めました。」、東京大学果樹園跡地再生物語「あとち

さとやま」森のようちえんとコラボ推進。しお風特集「東京大学果樹園跡地の未来に向けて。」東京大学

果樹園跡地再生活動参加者募集中 

4、5 ページ やじうま議会ウォッチング令和 5 年 6 月議会「疑義を正す質問ができない議員は不必要。」こ

んな公職者にイエローカードを。「環境悪化懸念や対立に油を注ぐ（仮称）富士見が丘公会堂整備工事

の大幅計画変更に対する町長答弁」 

6、7ページ そっと教えたいスポット「クラニオセイクラル ・バイオダイナミクス」、畑のインド食その 16「弁当は気

加熱で冷やす」、平塚市美術館企画展「造形作家 玉田多紀 ダンボール物語」、特集展「さとびとみや

び 失われた理想郷を求めて」、平塚市博物館夏期特別展「茶色ばっかりじゃないんだぞ！～カラフルな

考古資料たち～」、東京大学果樹園跡地こばなし 第 6話「あれちまとやま（続あとちさとやま）」、まちかど

遊学文化コミュニティ「伝筆（つてふで）で季節を描きましょう。」、花や果樹の苗、球根などのご提供ありがと

うございました。(4月下旬～6月)、「まちなか♡ほっと花処」に咲く花々6月 

8ページ 第 6回東京大学果樹園跡地魅力探訪「妖艶なキツネノカミソリの群生地を訪ねて、walkwalk(ワ

クワク)地域探検ツアー「湘南の残したい資産」、二宮の魅力を伝える町歩きスタッフ募集、湘南みかん❤

育て隊参加者募集中、花の苗、球根、種をご提供ください。、東京大学果樹園跡地 花便り 7、8月 

 

東京大学果樹園跡地再生物語 

「あとちさとやま」森のようちえんとコラボ推進。 
http://shiokaze.blog.jp/archives/1081872196.html 

 

 

 

 

 

 

 
 

 二宮遊学の衆は東京大学果樹園跡地に

荒廃しながらも色濃く残っている里山の要素を

再生するために、今年度は年間を通して人と

自然との共生を体感する「あとちさとやま」とい

う取り組みに挑戦しています。 

 跡地内の草木を使ったオーナメントで夏は

七夕、冬はクリスマスの飾りつけ、自然や大

地の再生、共生、四季折々の季節行事を絡

めた展示やワークショップも行います。 

 この一環として、「二宮・森のようちえんおひさ

まがおか」の幼児やおかあさん達と毎月 1 回

跡地内で自然体験をしていく予定です。 

 最初は 5 月 31 日（水）に跡地を巡り、野草

の名前を知り、花束に。2回目の 6月 14日、

21日（水）は竹紙づくり（3ページ参照）、この短冊

に願いを。7月5日(水) に「あとちのたなばた」

でドライフラワーにした花束や竹紙の短冊を笹

をさしたシンボルツリーに飾りつけました。 

 

共育のまちづくり 
 

私たち二宮

が大好き。 
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微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
自
治
の
種

を
蒔
き
、
改
善
は
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
の
行
政
対
応
や
議

会
対
応
を
見
て
い
る
と
表
面
的
な
人
当
た
り

は
良
く
な
って
い
ま
す
が
、
責
任
感
、
真
摯
さ
、

熱
意
、
地
道
な
仕
事
ぶ
り
が
薄
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
２
か
月
間
に
「え

っ」と
思
う
事
例
に
度
々
遭
い
、
読
者
の
方
か
ら

も
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
二
宮
町
民
の
み
な

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方
に
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
て
、
本
来
８
月

10
日
に
発
行
予
定
の
地
域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

紙
「し
お
風
」114

便
は
、
一
月
近
く
早
め
て
発

行
い
た
し
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
、
住
民

自
治
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

「し
お
風
」発
行
を
早
め
ま
し
た
。 

 

 

「し
お
風
」の
夢
は
、
「住
民
が
主
役
の
共
育

の
ま
ち
づ
く
り
」、
つ
ま
り
住
民
自
治
で
す
。 

二
宮
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
政
や
議
会
に

全
て
任
せ
、
関
わ
れ
な
い
、
関
わ
り
た
く
な
い

も
の
に
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

住
民
も
参
画
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
自
ら

実
践
し
、
住
民
が
納
得
し
、
誇
れ
る
二
宮
の
良

さ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
の
共
有
、
対

話
に
よ
る
真
摯
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。  

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
行
政
、
議
会
、

住
民
各
々
に
責
任
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。 

「し
お
風
」は
、
24
年
間
近
く
行
政
や
議
会

批
判
も
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
、
実

践
活
動
も
身
を
切
り
な
が
ら
、
地
道
に
行
って

き
ま
し
た
。 
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提 言 

 

東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
は
、
二
宮

の
大
地
の
成
り
立
ち
、
古
代
か
ら
栄

え
て
い
た
こ
と
、
近
代
も
魅
力
的
な

場
所
で
あ
った
こ
と
、
産
学
遺
跡
、
戦

争
の
遺
構
、
そ
し
て
自
然
や
水
の
豊

か
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
所
。
二
宮
の
郷

土
を
知
る
絶
好
な
場
所
。 

ま
た
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
な
り
、SDGs

に

つ
い
て
学
び
、
実
践
し
て
い
く
場
所
と

し
て
も
有
効
な
場
所
で
す
。 

「し
お
風
」の
夢
は
、
「住
民
が
主
役

の
共
育
の
ま
ち
づ
く
り
」。 

こ
れ
を
形
に
し
た
い
と
考
え
、
地

域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紙
「し
お
風
」で

考
え
や
行
動
を
提
唱
し
、
一
昨
年
３

月
に
発
足
し
た
二
宮
遊
学
の
衆
が

SDGs

に
準
じ
た
跡
地
の
再
生
活
動
を

行
って
い
ま
す
。 

跡
地
の
持
つ
自
然
や
歴
史
・
文
化

資
源
が
減
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の
資

源
の
掘
り
起
し
と
保
全
、
魅
力
を
伝

え
な
が
ら
、2028

年
度
か
ら
の
町
の

本
格
活
用
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、

「水
と
緑
の
時
空
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
づ

く
り
」を
昨
年
９
月
議
会
へ
の
陳
情
の

中
で
提
案
し
ま
し
た
。 

 

                       

「 

 

こ
の
陳
情
は
６
対
６
同
数
善
波
議

長
採
決
で
不
採
択
。
理
由
は
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
い
う
具
体
的
な
事
業
提

案
で
町
も
議
員
の
み
な
さ
ん
も
初
め

て
耳
に
す
る
こ
と
で
、
時
期
尚
早
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
否
定
さ
れ
た

訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
好
感
を
持
って

い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。 

 

市
民
活
動
を
し
て
い
る
方
や
専
門

家
か
ら
は
町
が
認
定
し
て
い
な
い
だ

け
で
既
に
跡
地
の
再
生
活
動
は
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
そ
の
も
の
だ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

水
と
緑
の
時
空
エ
コ
ミ
ュー
ジ
ア
ム
と
は
？ 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
「
ハ
コ
モ
ノ
」
づ

く
り
で
は
な
く
、
地
域
と
そ
の
自

然
、
文
化
、
歴
史
、
さ
ら
に
は
先
史

以
前
か
ら
現
在
ま
で
の
時
間
の
流

れ
、
未
来
の
展
望
な
ど
全
て
を
対
象

と
し
た
郷
土
を
知
る
自
由
で
柔
軟
な

博
物
館
機
能
を
も
っ
た
野
外
で
の
仕

組
み
づ
く
り
で
す
。 

 

太
古
か
ら
の
長
い
営
み
の
中
で
自
分

が
存
在
す
る
奇
跡
、
今
自
分
が
こ
こ

に
存
在
す
る
こ
と
が
未
来
に
つ
な
が
る

生
き
る
こ
と
の
喜
び
の
体
感
、
さ
ら
に 

 

自
分
の
成
長
も
知
る
こ
と
が
で
き
る

空
間
を
作
り
た
い
の
で
す
。 

人
も
自
然
も
建
築
物
も
共
に
調

和
し
、
二
宮
の
歴
史
や
文
化
、
多
様
な

生
物
を
人
は
こ
こ
で
学
び
な
が
ら
成

長
。
そ
し
て
、
人
が
成
長
す
る
こ
と
で

保
全
が
進
み
、
人
の
成
長
も
記
す
こ

と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
り
、
二
宮
ら
し
い
創

生
事
業
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

 

 

 
 

 

※図の詳しい内容は「しお風」ホームページをご覧ください。 
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今
年
度
は
「あ
と
ち
さ
と
や
ま
」に
挑
戦
！ 

 
 

「水
と
緑
の
時
空
エ
コ
ミ
ュー
ジ
ア
ム

づ
く
り
」を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

今
年
度
は
人
と
自
然
と
の
共
生
を
体

感
す
る
「あ
と
ち
さ
と
や
ま
」に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。 

①
自
然
と
の
共
生
を
体
感
す
る
魅
力
探
訪 

６
月
７
日
の
第
５
回
東
京
大
学
果

樹
園
跡
地
魅
力
探
訪
は
、
「
深
緑
と
湧

水
を
訪
ね
て
」を
テ
ー
マ
に
樹
木
解
説

を
中
心
に
開
催
。
樹
木
の
枝
が
伸
び
た

ま
ま
に
な
って
い
る
の
で
、
観
察
に
は
好

都
合
。
活
発
な
参
加
者
の
質
問
に
答

え
、
自
然
と
の
共
生
も
体
感
で
き
、
大

好
評
で
し
た
。
次
回
８
月
９
日
は
野

草
観
賞
を
中
心
に
開
催
。 

 

②
季
節
行
事
に
合
わ
せ
た
展
示 

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
毎
月
季
節
行
事

に
合
わ
せ
た
装
い
と
掲
示
。
季
節
行
事

に
ち
な
ん
だ
パ
ネ
ル
展
示
も
。 

 

③
「あ
と
ち
の
た
な
ば
た
」の
実
施 

 

跡
地
内
の
草
木
で
七
夕
の
飾
り
つ
け

を
す
る
「あ
と
ち
の
た
な
ば
た
」を
７
月

７
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
実
施
。 

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
竹
紙
短
冊

な
ど
を
準
備
。
願
い
を
書
い
た
短
冊
を

笹
を
さ
し
た
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
吊
る

す
な
ど
し
ま
し
た
。 

 
 

④
重
点
的
に
棚
地
の
整
備 

 

沢
蟹
や
カ
ワ
ニ
ナ
、
ヤ
ゴ
が
生
息
し
て

い
る
水
路
や
湿
地
が
あ
る
三
段
の
段

丘
か
ら
成
る
棚
地
。
多
様
な
生
物
の

生
息
場
所
と
な
る
よ
う
に
果
樹
や
草

木
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。 

 

ホ
タ
ル
確
認
の
夜
間
観
察
は
残
念
な

結
果
で
し
た
が
、
諦
め
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

⑤
「あ
と
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」も
実
施
予
定 

 

跡
地
内
の
草
木
を
使
って
ツ
リ
ー
や

リ
ー
ス
な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け

を
す
る
「あ
と
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」は
昨

年
実
施
し
、
好
評
で
し
た
の
で
、
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
今
年
も
実
施
す
る
つ
も

り
で
す
。 

 

未
来
に
向
け
て
立
ち
は
だ
か
る
課
題 

「水
と
緑
の
時
空
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

づ
く
り
」を
未
来
に
向
け
て
進
め
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
道
の
り
で
す
。 

 ①
安
易
な
活
性
化
策
へ
の
信
奉 

 

入
場
者
数
や
手
っ取
り
早
い
収
益
を

考
え
た
安
易
な
活
性
化
策
に
目
が
向

け
ら
れ
、
跡
地
独
自
の
魅
力
を
無
視

し
た
二
番
煎
じ
の
商
業
的
利
用
や
集

客
を
見
込
ん
だ
車
の
乗
り
入
れ
な
ど

当
座
の
こ
と
だ
け
に
関
心
を
向
け
て
い

る
よ
う
な
行
政
や
取
り
巻
き
の
人
々
。 

 

②
公
共
組
織
と
し
て
機
能
不
全
な
協
議
会 

 

跡
地
を
管
理
運
営
す
る
東
京
大
学

果
樹
園
跡
地
活
用
協
議
会
は
当
初
計

画
で
は
３
か
年
町
の
交
付
金
を
得
て

管
理
運
営
組
織
が
自
立
、
法
人
化
、

指
定
管
理
者
と
な
り
、
跡
地
利
用
団

体
の
会
員
は
部
会
ご
と
に
意
見
を
集

約
し
、
民
主
的
な
運
営
を
進
め
る
は

ず
で
し
た
。 

し
か
し
、
交
付
金
が
な
く
な
る
と

管
理
運
営
組
織
は
解
散
し
、
利
用
団

体
の
部
会
長
や
個
人
会
員
が
役
員
の

ま
ま
、
公
共
組
織
と
し
て
の
意
識
も
低

く
、
総
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
監
事
が
同

じ
部
会
か
ら
２
名
、
会
費
を
支
払
って 

い
な
い
個
人
会
員
が
決
定
権
を
持
つ
役 

員
に
就
任
す
る
な
ど
組
織
と
し
て
疑

問
が
多
い
。
公
共
性
か
ら
の
正
論
や
反

対
意
見
は
、
き
ち
ん
と
検
討
さ
れ
ま

せ
ん
。 

 

③
再
生
活
動
の
人
手
不
足 

毎
週
水
曜
日
に
７
、
８
人
の
メ
ン
バ
ー

で
再
生
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
や
る

こ
と
は
多
く
、
地
道
な
活
動
で
日
課
を

こ
な
す
の
に
テ
ン
テ
コ
舞
。 

し
か
し
、
自
然
の
再
生
力
は
強
く
、

手
入
れ
を
し
た
成
果
は
驚
く
ほ
ど
見

え
、
感
銘
を
受
け
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
ご
都
合
が
つ
く
時
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

東京大学果樹園跡地再生活動参加者募集中 
 

毎週水曜日 5～9月 15：00～16：30、10～4月 14：00～16：00 

 

 

 

 

 

東京大学果樹園跡地内で果樹や野草の保全、ウエルカムガーデン、

ビオトープの整備などの活動をしています。 

ご都合がつく時にご興味のあることを一緒に活動しましょう。  

参加費無料、自己責任参加、雨天中止 
 

お問合せ・お申込み 二宮遊学の衆 神保 

☎090-3142-9358 ✉yugakuninomiya@gmail.com 

https://www.facebook.com/ninomiya.yugaku/ 

 

 

   

 

 

 

8月7日まで七夕飾り展

示中♡ご来場ください。 

竹紙漉き 

竹紙漉きのた

めに竹の繊維

叩き 
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   議員名（敬称省略）   質問概要   傍聴コメント 

総

括

質

疑 

 

6

月 

8 

日 

前田憲一郎 3期 
〈委員〉〉教育福祉常任委員会・議

会だより編集委員会 

二宮町体育施設の運営・管理規定等について 

1 体育施設の収支マイナスが毎年多額に生じている現状の捉

え、歳出抑制策 2 各施設の使用料金、使用規定を設定した

時期と根拠 3 2 つのプールの監視をはじめとした様々な業務委

託料を設計した積算根拠、監視委託を単年度契約に切り替え

た理由 4 廃止も視野に入れて検討せざるを得ない状況の温水

プールの今後の方向性 

委託直後に直営に戻り、歳出削減になったことも踏

まえ、費用対効果や使用料の積算根拠など近隣

市町との比較だけで調査研究不足、見直しをして

いない怠慢も指摘。子ども料金の無料化、禁止種

目の条件付き容認、プールの転用・廃止の慎重な

結論を要望。町は社会情勢の急変を理由にあげ、

今後検討で、早急な対応は望めそうにもない。 

岡田 幸次郎 1期 
〈委員〉教育福祉常任委員会・議会

基本条例推進委員会・政治倫理推

進特別委員会委員 

地球温暖化対策の現状と 2 次計画の取り組み 

1過去 5 年間の町全体の温室効果ガス（CO2）の排出量内訳   

2 前期二宮町地球温暖化対策実行計画（～2022 年度）の取

り組み期間における CO2 排出量削減量の結果と目標達成度

含めた評価 3 二宮町地球温暖化対策実行計画には行政の

事務事業編しかないが町民行動につながる地域事業編の策定

若しくは取り組みの考えや方向性 

行政の現状把握や検討要望ばかりで、地球温暖

化対策の現状の何を問題視しているのかわかりませ

ん。地域事業編の作成は、策定義務はなく、実態

把握が難しいので、策定しないと答弁しているのに、

検討要望だけしていても仕方ない。議会の使命は

「行財政運営への批判と監視」。何も批判しないで

評価と検討要望だけでは監視はできません。 

羽根 かほる 2期 

副議長 
 

〈委員〉総務建設経済常任委員会・

議会基本条例推進委員会・政治倫

理推進特別委員会委員 

気候変動による災害への対応について  
1気候変動による災害への対応 ① 「二宮町気候非常事態宣

言」を発出した理由 ② 今後の取り組み内容と、進め方 

2災害への備え ① よりリアルな防災訓練の計画  ② 災害時

におけるライフラインの確保  ③ 災害時における町内外からの

支援体制 

 

「二宮町気候非常事態宣言」を発出した理由や今

後の取り組みがわからない状況で、町民との話し合

いで決めていくという。広報要望だけでなく、頻繁に

起きる公共用地での樹木伐採、地盤改変など環

境保全に対する町の姿勢を追及してほしい。災害

への備えで様々な協定提携をしているのがわかった

が、想定シュミレーションまで掘り下げてほしい。 

古谷 健司 1期 
教育福祉常任委員会副委員

長 
 

〈委員〉〉議会運営委員会・議会基

本条例推進委員会・政治倫理推進

特別委員会委員 

学校現場における諸課題について 1 ディスレクシア（発達

性読み書き障害）の対応  2教職員の現状 3男女混合名簿

の導入有無 4 更衣場所 5 健康診断等における上半身衣類

の着用 6 マチコミメールやロイロノート等タブレット利用 

避難場所にペットフードとケージの備蓄を 1「災害時の動

物救護活動に関する協定」の内容  2ペットフードを確保するた

めの協定締結可否、備蓄の進展 3ケージとシーツの備蓄可否 

4ケージやペットフードの備蓄可否、動物愛護ボランティア導入 

具体的詳細に学校現場の現状や町への要望をし

たが、二宮町の何を問題視しているのか不明。質問

前に町や保護者から現状を調べ、町の現状認識の

甘さ、対応の遅れなどの問題点を顕かにしなければ

議会の使命を果たせない。 

災害時の避難場所での動物救護活動も一般論で

要望するのではなく、町の現状や対応策を知ったう

えで二宮町の問題点を追及してほしい。 

大沼 英樹 2期 
議会運営委員会副委員長 
 

〈委員〉総務建設経済常任委員会・

議会基本条例推進委員会・政治倫

理推進特別委員会委員 

成り手不足の地区役員への町の対応 

1地区長・町内会長の役割と仕事量、報酬への町の認識、今後

の方針 2 民生委員・児童委員の役割と仕事量、地区内の現

状認識と改善方法 3 健康づくり普及委員の仕事内容と役割

の効果、会議回数など効率的か 4 地区要望が溜まっている程

度と処理状況、地区の要望に対する町の考え方 

 

独自のアンケート調査で実態を調べ、課題を明らか

にしようとしたのは良いが、町の答弁を鵜呑みにする

のではなく、検証をしてほしい。役員の人材不足は

人材情報不足、地区コミュニティの希薄化があると

思います。地区の問題の多くは町が決まったことの報

告で、途中の動きが見えず、軌道修正できないこと

に端を発することが多いのではないでしょうか。 

一

般

質

問 

 

6

月 

9

日 

善波 宣雄 3期 

監査委員 
 

〈委員〉議会運営委員会委員、総務

建設経済常任委員会委員、議会だ

より編集委員会委員 

駅周辺施設（公衆トイレ）維持管理と将来構想について 
1設置時の経緯 

2 設置して数十年が経過した公衆トイレの老朽化についての認

識と今後の施策 

3一歩踏み込んだ改善計画 

南口、北口の公衆トイレは、駅前複合施設の計画

が進まないとそこにできるトイレとの関係で改善計画

や大規模改修はできないという町の答弁で空回り。 

議員の質問は、町に対して疑問を正し、町の考え、

政治姿勢、その責任を明らかにするもの。「教えを乞

う」という発言は不適切。 

野地 洋正 3期 
議会運営委員会委員長、議会

だより編集委員会副委員長 
 

〈委員〉教育福祉常任委員会 

今後のプール事業、施策について 
1 温水プール、袖が浦プール、山西プールの現状と今後の方向

性 

2 町営プール事業の考え方、施策 

 

 

 

神流川新聞の記事から廃止の決定をしたのかどうか

厳しく追及。経年の財政状況、利用者数、今年度

予算内容を示し決定を先延ばしすることの問題や

今後の方向性が未定なことも明きらかにし、責任の

所在が不明なことを指摘。袖ヶ浦プールも同様に追

及。決定をしないことは「お金の垂れ流し」と批判し、

町長は 9月議会に廃を提案することを確約。 

 

陳情 3件、議案 19件、一般質問 9議員。議会の質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関である

町に対し、疑問点を正し、町の考えや信念、方針などの公的表明を求めるものです。 

町の重要な意思を決定し、住民に代わって行財政全般について執行機関である町の所信や執行したことに疑義

が正せなければ議員の職務を十分果たすことができないから、議員固有の権利行使として公的に与えられたもの。  

質問の効果は、所信を正し、事実関係を明らかにすることだけに留まらず、町の政治姿勢や責任を明らかにし、結

果として現行の政策の変更や是正、あるいは新規政策を採用させることが可能になります。 

しかし、6月議会の一般質問もそうですが、町の現状説明だけで納得したり、要望に留まるものが多い。質問前にき

ちんと実態把握し、問題追及をし、町の現行に対する疑義を正さなければ、議員権能を生かすことはできません。 

まずは、疑義を正すことから始めて、町の責任を追及することが必要です。これができない議員は不必要です。
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一

般

質

問 

 

6

月 

9

日 

小笠原 陶子 7期 
総務建設経済常任委員会委

員長、議会だより編集委員会副

委員長、政治倫理推進特別委
員会副委員長 
〈委員〉議会運営委員会 

公園統廃合計画の見直しについて 
1特色ある児童遊園地 

2現在の広域連携と今後のあり方  

3公園愛護会をさらにグレードアップする件  

4若い世代の意見や力を借りる仕組みづくり 

安全面が優先で新たな遊具の設置は難しく、公園

情報がホームページで検索しにくく、情報量の少なさ

も指摘。公園愛護会は昨年つながりの場が設けら

れ、今後、若い世代の意見や力を借りる仕組みづく

りもアンケートなどの手法を検討中。見直しの最中

で検討という答弁だけで、課題が深堀されなかった。 

渡辺 訓任 3期 
総務建設経済常任委員会副

委員長、議会運営委員会委員

長、政治倫理推進特別委員会

委員長 

 

防災面での危機管理について 1 業務代替施設の生涯学

習センターの大規模改修中の震災発生時の執務開催、消防署

の大規模改修中の災害対策本部の設置 2富士山噴火時の降

灰による被害想定、住民がとるべき行動 3 熱中症発症の町や

他地域の救急出動状況、今シーズンの救急出動件数と対応想定 

国民健康保険証をなくさないで 1 マイナンバーカード未取

得の場合の「国民健康保険証」の取り扱い 2 これまで発行され

ていた「資格証」「短期証」の取り扱い 3 介護現場で通院や投薬

時にヘルパーや介護者がマイナンバーカードを預かることの可否  

4自治体として国民健康保険証の発行可否 

防災面の危機管理は対応状況を明らかにするのみ

で終わり、問題提起が不明。富士山降灰時のマニ

ュアル策定などは国のガイドラインが出来ていないこ

ともあり、未定。救急出動は増加しているが、1 市 2

町の共同支援センターの運用で大磯町からの出動

があり、支障はないそうです。 

マイナンバーカードに健康保険証の機能を持たせる

ことに対して、町の対応、手続きについて具体的に

し、問題点を指摘。町に対して資格証の発行など

国への要望を要求。 

質問しなかった議員 小林幸子、一石洋子、松﨑健、浜井直彦 （敬称省略・議員番号順・議長除く） 

 9月議会定例会を傍聴しましょう。 9月 1日（金）～9月 27日（水）27日間 令和 4年度決算審査特別委員会も開催されます。 

  

 町
の
中
に
は
問
題
を
抱
え
、
町
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る

住
民
が
い
ま
す
。
町
内
で
利
害
対
立
が
起
き
そ
う
な
事
例
も
生

じ
ま
す
。
町
長
は
、
「誰
も
見
捨
て
な
い
」と
い
う
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
、
人
が
見
え
る
小
さ
な
町
の
利
点
を
生

か
し
説
明
責
任
を
果
た
し
、
解
決
に
向
け
て
尽
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
（仮
称
）
富
士
見
が
丘
公
会
堂
整
備
工
事

の
進
め
方
を
見
て
い
る
と
村
田
町
長
に
は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
で
警

告
を
発
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

こ
の
工
事
は
都
市
公
園
の
田
代
公
園
の
大
半
を
使
って
地
域

集
会
施
設
と
敷
地
の
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。
都
市
公
園
は
、

良
好
な
都
市
環
境
の
提
供
、
安
全
性
の
向
上
、
市
民
活
動
の

場
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。 

田
代
公
園
は
、
富
士
見
が
丘
２
丁
目
に
位
置
し
ま
す
が
、
富

士
見
が
丘
１
丁
目
や
妙
見
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
富

士
見
２
丁
目
の
地
域
集
会
施
設
と
い
う
こ
と
で
隣
接
す
る
富
士

見
が
丘
１
丁
目
や
妙
見
に
は
、
工
事
開
始
直
前
に
な
って
か
ら

説
明
。
部
分
的
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

が
含
ま
れ
、
盛
り
土
と
擁
壁
で
対
応
す
る
計
画
で
し
た
。 

都
市
公
園
に
隣
接
す
る
良
好
な
住
環
境
の
良
さ
か
ら
、
隣
接

住
民
か
ら
は
工
事
へ
の
反
対
運
動
も
起
こ
り
、
安
全
性
へ
の
懸
念

の
声
も
大
き
く
、
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
ま
ま
一
年
以
上
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

町
は
今
年
度
に
な
って
大
幅
に
計
画
を
変
更
し
、
盛
り
土
、

擁
壁
を
取
り
や
め
、
切
土
の
み
を
行
い
、
斜
面
は
一
部
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
吹
付
け
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
解
除
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

変
更
理
由
に
町
は
安
全
性
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
４
ｍ
に
も
及

ぶ
大
幅
な
切
土
工
事
。
こ
の
た
め
公
園
内
に
1.8
ｍ
の
段
差
。
傾

斜
が
小
さ
く
な
って
も
山
林
を
失
う
地
形
改
変
の
危
険
性
や
自

然
破
壊
に
よ
る
環
境
悪
化
は
生
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
新
規
公
共
施
設
は
作
ら

な
い
方
針
に
反
し
、
４
つ
も
新
規
施
設
の
建
設
計
画
を
推
進
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                 

も
せ
ず
に
、
６
月
17
日
の
説
明
会
で
は
公
共
施
設
再
配
置
計
画

の
地
域
集
会
施
設
の
統
廃
合
に
反
し
、
反
対
す
る
声
に
「今
は

今
、
将
来
は
将
来
」と
苛
立
つ
町
長
。 

説
明
会
に
先
立
つ
６
月
６
日
の
反
対
す
る
「田
代
公
園
を
守
る

会
」と
の
会
見
の
場
で
町
長
は
「あ
な
た
方
が
住
ん
で
い
る
土
地
の

造
成
自
体
が
自
然
破
壊
だ
と
思
う
」と
発
言
し
た
そ
う
で
す
。 

こ
れ
は
、
暴
言
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
開
発
は
町
が
承
認
し
、

田
代
公
園
は
こ
の
住
宅
地
開
発
に
伴
い
、
住
民
の
た
め
に
市
街
地

に
残
さ
れ
た
山
林
保
全
と
安
全
の
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
町
の
責
任
者
と
し
て
許
さ
れ
な
い
発
言
で
す
。 

 

公
会
堂
は
、
将
来
管
理
運
営
が
２
丁
目
の
住
民
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
も
き
ち
ん
と
説
明
し
、
理
解
を
得
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
と
も
統
廃
合
計
画
は
な
く
な
った
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
ん
な
公
職
者
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
。 

環
境
悪
化
懸
念
や
対
立
に
油
を
注
ぐ
（仮
称
）
富
士
見
が
丘
公
会
堂
整
備
工
事
の
大
幅
計
画
変
更
に
対
す
る
町
長
答
弁 

 

 

教
育
、
福
祉
含
む

ほ
と
ん
ど
全
て
の
予

算
の
年
度
末
減
額
補

正
で
、
財
政
調
整
基

金
や
公
共
施
設
整
備

基
金
に
大
幅
に
充
当

す
る
財
政
状
況
で

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
ら
の
疑
問
に
対

し
て
町
長
は
答
え
よ

う
と
も
し
て
い
ま
せ

ん
。 さ

ら
に
反
対
す
る

１
丁
目
と
賛
成
す
る

２
丁
目
の
人
た
ち
の

対
立
を
収
め
よ
う
と 

※
６
月
17
日
説
明
会

資
料
か
ら
転
載
し
た

図 
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畑
の
イ
ン
ド
食 

ス
パ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム 

ア
チ
ャ 

岡
嵜 

均 

そ
の
16

弁
当
は
気
加
熱
で
冷
や
す 

夏
場
の
お
弁
当
の
上
手
な
扱
い
方
と
言

え
ば
「保
冷
剤
」が
一
般
的
で
し
ょ
う
が
、

「気
加
熱
」を
上
手
く
利
用
す
る
と
電
気

代
ゼ
ロ
で
冷
や
せ
ま
す
。 

自
分
が
気
づ
い
た
き
っか
け
は
イ
ン
ド
の

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
て
か
ら
。 

素
焼
き
の
壺
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
入
れ
た

「ミ
ス
テ
ィ
ド
イ
」は
、
水
分
を
自
然
に
飛

ば
し
な
が
ら
作
る
濃
い
味
の
も
っ
た
り
と

し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
デ
ザ
ー
ト
な
の
で
す
が
、 

気
加
熱
で
同
時
に
冷
や
さ
れ
て
な
か
な

か
の
美
味
し
さ
な
の
で
す
。 

と
い
う
こ
と
は
弁
当
箱
を
素
焼
き
の
壺

に
す
れ
ば
い
い
の
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
が

非
現
実
的
。 

そ
こ
で
弁
当
箱
を 

包
む
風
呂
敷
を
濡
ら 

し
て
木
陰
に
吊
る
す
と 

結
構
冷
え
る
こ
と
を
発
見
。 

温
度
計
で
計
って
み
る
と
３
℃
も
外
気

よ
り
冷
た
い
こ
と
を
確
認
。 

エ
コ
ラ
イ
フ
に
イ
ン
ド
の
知
恵
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

 

■同時開催  

特集展 さとびとみやび 失われた理想郷を求めて 

2023年 6月 24日（土）～9月 3日（日） 
9：30～17：00（入場は 16：30まで） 

 

地方（さとび）と都市（みやび）の中間に位置する場所で、生

活の場をユートピア＝原風景に見立てて制作した作家たち

を紹介します。 
 

 

萬鉄五郎《雲と裸婦》1922年、当館蔵 

 
 

 

休館日 月曜日 観覧料 一般 200円／高大生 100円 
 

お問合せ 平塚市美術館 平塚市西八幡 1-3-3 ☎0463-35-1111 

https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/art-muse/index.html 

 

企画展  

造形作家 玉田多紀 ダンボール物語 

2023年 6月 24日（土）～9月 10日（日） 
9：30～17：00（入場は 16：30まで） 
 

ダンボール造形作家・玉田多紀（1983-）の個展。関東地方の公立美術館で

は初の個展となる本展では、古紙ダンボールを使用し、生き物の造形美や性

質をユニークに捉えた立体作品 130点を展示します。 
 

 

 

©Taki Tamada  

休館日 月曜日    

観覧料 一般 700円／高大生 500円 

 

 平塚市博物館 夏期特別展 

茶色ばっかりじゃないんだぞ！ ～カラフルな考古資料たち～ 

2023年7月 21日（土）～9月3日（日） 9：00～17：00 （入場は 16：30まで） 入場無料 
 

遺跡から発見される考古資料は、土器をはじめとして、そのほとんどが褐色(茶色)系ですが、数

は少ないながらも、赤彩土器や青いガラス玉類、緑釉（りょくゆう）陶器など彩色のあるものも見

つかっています。 

顔料として使われたベンガラや緑青などを含め、市内で発見された「色」に関連する考古資料、

約１７０点を公開します。  

 お問合せ 平塚市博物館 平塚市浅間町 12-41  https://hirahaku.jp/ 

☎ 0463-33-5111  FAX 0463-31-3949   

 

 

 

 

 

 

クラニオセイクラル ・ 

バイオダイナミクス 
分野(健康療法) 

二宮町一色 3021小嶋歯科医院

内（ザ・ビッグ二宮店北隣） 

 ☏0463-72-3982 中嶋 

休診日 木曜日・日曜日・祭日 

要予約 

  

ク
ラ
ニ
オ
セ
イ
ク
ラ
ル
・バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
聞
き
な
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、
ク
ラ
ニ
オ
セ
イ
ク
ラ
ル
は
、
『ク
ラ
ニ
ア
ム
（頭
蓋
）』と

『セ
イ
ク
ラ
ム
（仙
骨
）』と
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
は
、
『生
命
の
力
学
』を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

身
体
・心
・魂
を
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
全
体
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
単
に
身
体
の
構
造
（骨
格
）の
調
整
だ
け
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
身
体
の
営
み
で
あ
る
患
者
の
自
己
調
整
や

治
癒
力
に
協
力
し
、
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

患
者
の
身
体
本
来
の
健
全
さ
が
発
揮
で
き
る
よ
う
施
術
者
が
手

で
軽
く
触
れ
、
患
者
の
身
体
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
こ
と
で
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
、
臓
器
、
骨
、
膜
な
ど
体
全
体
の
リ
ズ
ム
が

適
合
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
の
よ
う
な
調
和
を
も
た
ら
し
ま

す
。
言
葉
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
体
験
す
る
と
心
地

よ
く
身
体
が
軽
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
未
病
状
態
が

よ
り
深
刻
、
あ
る
い
は
混
沌
と
し
た
も
の
に
進
む
前
に
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

施
術
者
の
中
嶋
里
美
さ
ん
は
、
優
し
い
笑
顔
で
、
症
状
や
気
が

か
り
な
点
な
ど
患
者
の
話
を
じ
っく
り
聞
い
て
く
れ
ま
す
。 

私
が
初
め
て
施
術
し
て
い
た
だ
い
た
時
は
肩
甲
骨
の
あ
た
り
か

ら
天
使
の
羽
根
が
伸
び
て
体
が
軽
く
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

施
術
中
は
、
心
地
よ
く
、
い
つ
も
寝
て
し
ま
い
、
も
っと
受
け
て
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
施
術
後
も
し
ば
ら
く
静
か
に
横
た
わ
り
、
起

き
て
か
ら
水
や
特
製
の
お
茶
が
振
舞
わ
れ
、
中
嶋
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
し
て
心
も
軽
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
体
が
だ
る
い
、
ス
ト
レ
ス
フ

ル
な
方
は
、
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

次回のスパイスクッキング 
9月 14日（木）10時から  

モリンガ・南国ベジを楽しもう！  

ぽんぽこファーム（中里 410）にて 

詳細はぽんぽこファームのＨＰで。 
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まちかど遊学文化コミュニティ 
室内がコミュニティルーム（二宮町二宮 1931-3 の

アパート１階の東端）、屋外が「まちなか♥ほっと花

処」で、山野草の寄せ植えが多数配置されていま

す。ご自由にご鑑賞ください。 

室内も催しや会合が開催されていない時は、お

気軽にお入りください。ご利用もご相談ください。 

東京大学果樹園跡地 こばなし 

第 6話 あれちまとやま (続 あとちさとやま) 

    二宮遊学の衆 副代表 森下茂樹 

「二宮遊学の衆」の活動にご支援ください。  

郵便局からの送金の場合 10940 33278941  

銀行から振り込みの場合 店名〇九八 普通預金口座 3327894  

直接カンパの場合 北口駅前 2階 ハッピーバールのカンパ箱へ 

（火～土）15：00～22：00  

連絡（☎か✉）をいただいて「まちなか遊学文化コミュニティ」で受け取り  

連絡先 神保 ☎ 090-3142-9358 ✉yugakuninomiya@gmail.com 

里
山
と
は
、
人
が
手
を
入
れ
て
作
った
二
次
的
自
然
環
境
の
こ
と
を

指
す
。 

こ
う
聞
く
と
、
な
ん
だ
作
り
物
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
な
ら
ば
手
付
か

ず
の
大
自
然
の
方
が
よ
っぽ
ど
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
思
う
方
も
多
い

だ
ろ
う
。 

だ
が
そ
う
言
う
勿
れ
、
こ
の
人
と
自
然
の
適
度
な
共
生
関
係
は
、
里

山
に
生
息
す
る
様
々
な
生
物
に
も
新
た
な
利
点
を
も
た
ら
し
、
結
果

と
し
て
有
り
の
ま
ま
の
自
然
界
を
凌
駕
す
る
程
の
豊
か
な
生
物
多
様
性

を
生
み
出
し
た
の
だ
。 

現
に
、2030
年
を
目
標
と
定
め
た
世
界
的
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ(

生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
取
り
組
み)

に

お
い
て
も
、
日
本
の
里
山
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
って
い
る
。 

そ
ん
な
中
、
二
宮
町
に
あ
る
東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
で
も
、
二
宮

遊
学
の
衆
に
よ
る
里
山
の
再
生
活
動
が
、
ゆ
っく
り
で
は
あ
る
が
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
る
。 

数
人
で
始
め
た
整
備
作
業
に
も
、
少
し
ず
つ
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、

親
子
連
れ
の
参
加
が
あ
る
日
に
は
、
木
々
の
合
間
で
花
材
集
め
に
奔
走

す
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
く
。 

全
国
各
地
で
人
と
の
関
わ
り
を
失
った
里
山
が
荒
廃
の
一
途
を
辿
る

現
状
に
争
う
べ
く
、
跡
地
は
里
山
と
し
て
の
新
た
な
需
要
を
顕
在
化

し
、
時
代
に
即
し
たR

E
B

O
R

N

へ
の
道
筋
を
切
り
拓
き
つ
つ
あ
る
の
だ
。 

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
未
だ
に
収
益
事
業
に
伴
う
跡
地
内
へ
の
キ
ッ
チ 

ン
カ
ー
や
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
が
、
協
議
会
内
か
ら
提
案
と
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
。 

今
の
と
こ
ろ
は
、
二
宮
遊
学
の
衆
や
他
の
団
体
が
声
を
揃
え
、
自
然

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
反
対
を
し
て
ど
う
に
か
事
な
き
を
得
て
は
い

る
が
、
そ
れ
で
も
手
を
替
え
品
を
替
え
、
敷
地
へ
の
車
両
侵
入
の
試
み
は

繰
り
返
さ
れ
る
。 

東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
活
用
協
議
会
は
、
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

「子
ど
も
と
と
も
に
、
大
人
も
楽
し
み
学
べ
る
場
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

掲
げ
て
い
る
。 

地
球
全
体
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
よ
る
環
境
再
生
を
目
指
す

中
、
地
域
の
有
志
た
ち
が
守
り
育
て
る
小
さ
な
里
山
に
、
大
人
が
楽
し

む
た
め
の
商
業
的
な
都
合
で
、CO2

を
排
出
す
る
媒
体
が
持
ち
込
ま
れ

る
様
を
目
に
し
、
子
ど
も
た
ち
は
何
を
学
ぶ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。 

町
内
外
に
商
用
利
用
可
能
な
「あ
き
ち
」は
幾
ら
で
も
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
低
額
で
都
合
よ
く
利
用
で
き
る
町
有
地
で
あ
る
が
故
に
、
跡

地
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
。 

脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ(

地
域
固
有
の
知
恵)

や
、

未
来
に
繋
が
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
尊
重
を
忘
れ
、
先
人
た
ち

が
紡
い
だ
人
と
自
然
の
共
生
の
歴
史
を
軽
ん
じ
、
跡
地
が
た
だ
の
「あ
き

ち
」と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
実
に
世
知
辛
い
話
で
あ
る
。 

 

まちかど遊学文化コミュニティ イベント 

伝筆（つてふで）で季節を描きましょう。 
http://shiokaze.blog.jp/archives/1080142581.html 

8月 16日、9月 20日、10月 18日 (水) 

10：00～11：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参加費 各月 3,850 円（税込）（資料、材料費込）、初回

のみ 1,000円相当の太筆ペンプレゼント  定員 8 名 
 

お申込み＆お問合せ、主催 まちづくり工房「しお風」  

神保 ☎ 090-3142-9358  

✉shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

 

https://www.facebook.com/ninomiya.yugaku/ 

 

 
 

 

筆ペンで和風月名の文

字をアートにして、季節

の移ろいを伝えましょう。 
 

開催場所 まちかど遊

学文化コミュニティ 
 

講師 宮前礼子さん 

（一般社団法人伝筆®協会

公認講師） 

 

 花や果樹の苗、球根などのご提供 

ありがとうございました。(5月下旬～6月) 

二宮町二宮のKさん、Ｊさん、Ｓさん、中里のＳさん、

富士見が丘の S さん、T さん、神奈川県公園協会 

東京大学果樹園跡地のウエルカムガーデンや棚地 

みかん畑に植えさせていただきました。 

 

「まちなか♡ほっと花処」に咲く花々 6月 

http://shiokaze.blog.jp/archives/cat_1064832.html 

 

 

また、「まちなか♡ほっと花 

処」にコンテナごとおいて 

来年の春まで養生させま 

す。 

神奈川県公園協会から

いただいた 52株のうち 42

株の花苗で東京大学正

門横に新たにウエルカム

ガーデンを整備することが

できました。10 株は南門

横ウエルカムガーデンに

植えました。 

 

  

 

 

コウリンカ 

クリンソウ 
白花イワタバコ 

 

ユウスゲ 

 

白花岩シャジン 
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「しお風」の夢は、住民が主役の「共育のまちづくり」。 

地域コミュニケーション紙「しお風」は、今年 11月に創刊 24年

を迎えます。創刊 25 年を目途にブログでの配信と年間購読

者配布等に切り替えて行きます。 
 

「しお風」は、平塚市立図書館 4 館、大磯町立図書館、さらに

国立国会図書館へも配架しております。 

今を伝えることで未来が拓けると思って、奮闘し続けます。 

なお一層のご協力、ご支援をお願いいたします。 
 

「しお風」への協賛などのご支援、情報提供や配布などの 

ご協力をお願いします。  

年間購読料 1,000円でお宅にお届けします。 
お問合せ・お申し込み先 

まちづくり工房「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358 

振込先 さがみ信用金庫二宮支店 まちづくり工房「しお風」普通０２２００３２ 

湘南みかん❤育て隊 参加者募集中 
みかんを無農薬・無肥料で育て、季節ごとの里山の恵みを体感する催し

を交えながら、草刈りなどの手入れをする援農活動をしています。 

原則第 2土曜日 8月 12日、9月 9日（土）9：00～11：00 

10月 14日（土）10：00～11：30 

参加費無料、自己責任参加、雨天中止 
  

     花の苗、球根、種をご提供ください。 

東京大学果樹園跡地、「まちなか♥ほっと花処」、みかん畑に植える花の

苗、球根、種をご提供ください。東京大学果樹園跡地の棚地にビオトー

プを作るために、野草、湿生植物も歓迎です。 
 

上記 2つのご連絡先  

「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358 

✉shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 
 

 

 

参
考
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い 

。「
し
お

風
」の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

東京大学果樹園跡地 花便り  7、8月 

 

「しお風さん」イラスト作成 矢戸優人 

 

 

次回「しお風」発行は、 

2023年 11月 10日 
「しお風」ホーム

ページQR コード 二宮の魅力を伝える町歩きスタッフ募集 
上記東京大学果樹園跡地魅力探訪や walkwalk地域探検ツアー

を一緒に企画し、スタッフを担っていただける方を募集しています。  
 

お問合せ・お申込み 二宮遊学の衆 神保 

 ☎090-3142-9358 ✉yugakuninomiya@gmail.com 

 

 

walkwalk(ワクワク)地域探検ツアー 

「湘南の残したい資産」 
 

11月 25日（土）9：30～14：00 

湘南みかんのある暮らし 

産学遺産である東京大学果樹園跡地の 

近代建築物 11棟の見学を中心に近くを 

ガイドと共に巡り、地元の人たちとのふれあいやみかん山での収穫体

験を通して、湘南みかんの魅力や由来を発見する体験型ツアー 
 

12月 3日（日）9：30～15：00 

生活文化や季節を感じる風景 

吉田五十八が設計した昭和の名作住宅、 

旧山川秀峰・方夫邸(湘南遺産登録)見 

学を中心に湘南スタイルという生活文化や 

季節が織りなす二宮の魅力を発見する体 

験型ツアー 
 

各参加費 3,000円（ガイドブック、昼食、保険代含む） 

定員 15名（先着順） 

主催・お問合せ・お申込み 二宮遊学の衆 神保 

 ☎090-3142-9358 ✉yugakuninomiya@gmail.com 

 

 

 

 

   

 

 

キツネノカミソリ 

ノカンゾウ 

ヒオウギ 

アメリカデイゴ 

柱サボテン 

鬼面角 

 

ノカンゾウ 

今
年
も
咲
き
ま
し
た
。 
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